
学校番号 ２０３ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 化学 （数研出版） 

副教材等 
セミナー 化学基礎＋化学（第一学習社） 

十訂版 スクエア 最新図説化学（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

３年生で学習する化学は，様々な物質の性質や反応を観察，実験などを通して探究していきます。

有機化合物や高分子化合物の分類や特徴を理解し，それらを日常生活や社会と関連付けて考察でき

る力を身につけることや，化学平衡における規則性や関係性を見いだして表現することが目標で

す。 

 物質を学ぶには，２年次までに学習した化学の基本知識が必要不可欠です。身についていない人

は何度も復習しておきましょう。基礎・基本を何度も復習することと，興味を持って学習すること

が大切です。 

 

２ 学習の到達目標 

化学的な事物･現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探

究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，自然科学的

なものの捉え方を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学平衡や有機化合

物の基本的な動きや

性質について理解し，

その化合物がどのよ

うにはたらくのか，日

常生活で活用されて

いるのか興味を持ち，

科学的な観点から調

べる。 

化学平衡や有機化合

物の性質について理

解する。化学反応式を

書くことができる。 

有機化合物の構造を

捉え，特徴や合成につ

いて考えることがで

きる。 

実験器具の操作方法

を学び，安全に使用

することができる。

持っている知識を利

用して，様々な実験

に取り組む，または

調査することができ

る。 

化学平衡，有機化合

物，高分子化合物に

ついて，基本的な知

識を習得し，それを

活用できる。 

評
価
方
法 

ノートやプリントの

記述 

パフォーマンス課題 

研究発表 

ノートやプリントの

記述 

パフォーマンス課題 

定期考査 

実験への取り組み 

実験レポート 

実習観察 

ノートやプリントの

記述 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

有
機
化
合
物 

有機化合物の特徴と構造 ○   ○ 

a: 有機化合物の性質や反応

に関する現象に関心を持ち，

その構造や性質，反応性に

ついて意欲的に探求しようと

する。 

b: 官能基を持つ有機化合物

の性質や反応性が，その構

造に特徴付けられることを見

出し，その異性体を論理的に

考察する。 

c:有機化合物に関する観察・

実験の基本操作や記録の仕

方を習得するとともに，適切

な実験器具の選定や実験操

作が身についている。 

d:有機化合物の性質や反応

性について，日常生活に関

連付けて理解している。 

ノート 

プリント 

レポート 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

脂肪族炭化水素   ○ ○ 

酸素を含む脂肪族化合物    ○ 

芳香族化合物 ○ ○  ○ 

生活と有機化合物 ○    

２ 

化
学
平
衡 

化学平衡とその移動 ○ 〇 〇 〇 

a: 周期表や非金属元素の性

質典型金属元素の特徴につ

いて興味をいだく。金属イオ

ンの混合物から分離・確認す

ることに関心がある。 

b:周期表や非金属元素，金

属元素の性質を理解し，それ

ぞれの違いについて疑問を

持ち，調べられる。身近な金

属や合金について様々なも

のがあることを知っている。 

c:元素の性質を実験により確

認し，考察できる。 

d:元素の分類や，非金属元

素，典型金属元素，遷移元

素の性質，金属の精錬につ

いて理解している。 

ノート 

プリント 

レポート 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

電離平衡 〇 〇 ○ ○ 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 

２ 

高
分
子
化
合
物 

高分子化合物の分類と特

徴 
 ○   

a:身近で活用されている，ま

たは体内に取り入れている高

分子化合物について，その

構造や性質，用途について

感心を持ち，意欲的に探求し

ようとする。 

b:高分子化合物について観

察・実験を行うとともに，それ

らを日常生活に関連付けたり

して意欲的にそれらを探求し

ようとする。 

c:繊維の合成について，その

基本操作を習得している。 

d:高分子化合物について理

解し，知識を身につけてい

る。 

ノート 

プリント 

レポート 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

合成高分子化合物   ○  

天然高分子化合物  ○  ○ 

生活と高分子化合物 ○    

３ 

総
合
演
習 

総合演習 ○ ○ ○ ○ 

a:身近な科学的現象につい

て興味を持ち，意欲的に探求

しようとする。 

b:課題に対して、解決方法を

論理的に考察し、提示するこ

とができる。 

c: 観察・実験の基本操作や

記録の仕方を習得するととも

に，適切な実験器具の選定

や実験操作が身についてい

る。 

d:学習したことを実践で活用

できる。 

プリント 

レポート 

実習観察 


